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⿃取県⽴総合療育センター
社会参加部⻑
⼩泉浩⼆

保護者⽀援ｷｬﾗｸﾀｰ “ペアレンジャーと地域の仲間たち”

2015.7.24 ⿃取⼤学 ⽂部科学省⾼度医療⼈材養成プログラム
「重症児の在宅⽀援を担う医師等養成事業」インテンシブコース講義資料

地域の療育・保育・教育体制の理解
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重症児（者）の地域生活支援ｲﾒｰｼﾞ図

⿃取県福祉研究学会 第６回研究発表会 総合療育センター⼩泉 障がい児者分科会発表資料からH25.2.23 
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地域基幹病院
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地域生活共に暮らす場
家庭・保育園・幼稚園・学校など
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（医学モデルと⽣活モデル）
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生活重視の療育の流れ 医療と療育の流れの違い

平成２０年度地域療育セミナー総合療育センター北原前院⻑（現療育⽀援ｼﾆｱﾃﾞｨﾚｸﾀｰ）基調講演資料H20.12.9 

1.多様なニーズを有する軽度～重度の「肢体不自由児」
への外来・入所での幅の広い支援
リハビリテーション、整形外科⼿術ー療育の基盤を持つ
⼩児整形外科治療、有期有⽬的⼊院・⼊所（短期集中
リハビリ、ソーシャルスキル援助の⾃⽴援助等）

2.重症心身障がい児者の在宅療育支援、医療
外来診療・療育、通園、親⼦⼊園など療育援助⼊所、
レスパイト⼊所などの短期⼊所援助、⼿術・リハビリ
テーション、⼀定範囲の緊急医療⼊院、⻑期⼊所

3.虐待による障がい児、被虐待・家庭養育困難
障がい児への対応
外来での予防的対応（⽇中⼀時⽀援、通園）
短期親⼦⼊所による⺟親⽀援、短期⼊所、
家庭養育困難例の⻑期⼊所

肢体不自由児施設 複合的な療育施設
重症心身障害児施設 （医療型障害児入所施設）
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４.「発達障がい児」への、医学的な面を含む外来での
支援、療育
ST、OT、⼼理⼠、⼩児神経科医、児童精神科医など
マンパワーを⽣かして

５.それぞれの面での、地域機関（地域通園通所施設、
学校、保育園等）の支援（バックアップ）機能
障がい児等療育⽀援事業（訪問療育・施設⽀援等）
による地域⽀援

６.障がい児相談支援事業
サービス等利⽤計画・障がい児⽀援利⽤計画の作成
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• 平成２５年度独立行政
法人福祉医療機構

医療的ケアの必要な重症
心身障害者の病院・施設
からの地域移行推進モデ
ル事業 報告書

特定非営利活動法人
ぴのきおのケアホームで
の取り組みについて

※特定非営利活動法人わー
かーびぃーのホームページか
ら報告書のダウンロード可能

（参考）地域移⾏推進モデル事業
通過型施設としての地域移行の取り組み
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総合療育センター

学童期の多施設・多職種連携

総合病院

定期検査・投薬

地域療育等支援事業

学校訪問による支援

訪問リハ

訪問看護ステーション

訪問リハ

かかりつけ医

親の会

ホームヘルパー

入浴介助・外出介助

ボランティア

外出介助

習い事・サークル活動

特別支援学校

地域の学校・特別支援学級

地域の相談支援センター

福祉サービスの紹介と手続き

障害児入所施設

市町村福祉事務所

子ども

家 族

健康に生活するための連携
地域で生活するための連携

放課後等デイサービス

社会性の発達

生活の拡がり
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【実践モデルの構成要素】
拠って⽴つ実践理論
・⼀般的なソーシャルワーク理論
⇒ジェネラリスト・アプローチ
・２次的な機関での実践に必要な理論
⇒岡村理論
・特有の分野において必要な理論
⇒児童・家庭ソーシャルワーク論
実践の対象
・ソーシャルワークが向かう対象者と問題
⇒ソーシャルワーカーは、新⽣児が医療の対象として扱
われる保健医療施設においては、⼦の⺟親も援助の
対象とし新⽣児とセットで⽣活⽀援をしていく視点を
持つ。

平成２２年科学研究費補助⾦成果報告書「極低出⽣体重児へのソーシャルワーク実践モデルの開発」
代表研究者 神⼾学院⼤学総合リハビリテーション学部 宮崎清恵教授

極低出生体重児ソーシャルワーク実践モデル
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地域社会

生活の過程（入院前・入院中・退院後）

社会保障
教育機関

職場

生活課題１ 生活課題２ 生活課題３ 生活課題４

文化・娯楽 保健医療機関

保護者 生活主体者（子ども）
人権・幸福追求 人権・幸福追求

家庭

⽣活課題は、⼦どもと保護者との関係性を軸にして
絶えず環境との交互作⽤の接点に発⽣する
平成２２年科学研究費補助⾦成果報告書「極低出⽣体重児へのソーシャルワーク実践モデルの開発」

代表研究者 神⼾学院⼤学総合リハビリテーション学部 宮崎清恵教授
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ソーシャルワーカー

生活課題の発生

●心身の健康

●心身の機能

●対人関係を

とる力

●意欲・動機づけ

●知識・経験

等々

個
人
の
力

環
境
の
力

●人的環境

●物理的環境

（自然環境含む）

●制度的環境

等々

対
処
能
力

応
答
性

③個人と環境の 調整を図る

（③人間関係に おける問題解決）

①個人の力を高める

（①個人の権利を高める）

②環境の力を補う/変える
②社会の変革
④人々のエンパワメント
と開放

強さ
強さ

ソーシャルワークの援助

10２００９年度 ⽇本社会福祉⼠会ケアマネジメント研修会 花園⼤学社会福祉学部 福富昌城教授講義資料から


